
医療
いりょう

機関
きかん

のかかり方
かた

 
 

 

 

この冊子
さっし

は生活
せいかつ

保護
ほ ご

を利用
りよう

されている方
かた

の病院
びょういん

受診
じゅしん

方法
ほうほう

や注意
ちゅうい

事項
じこう

について、詳
くわ

しく解説
かいせつ

するものです。 

お手元
てもと

に保管
ほかん

し、必要
ひつよう

なときに読
よ

み返
かえ

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銚子市
ちょうしし

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ
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生活
せいかつ

保護
ほ ご

を利用
りよう

する方
かた

に対
たい

して、生活上
せいかつじょう

の必要
ひつよう

に応
おう

じ、さまざまな扶助
ふじょ

が提供
ていきょう

 

されます。その中
なか

で医療
いりょう

扶助
ふじょ

について、このしおりは説明
せつめい

するものです。 

よく読
よ

んで理解
りかい

を深
ふか

めるようにしてください。 

 

 

 

後発医
こうはつい

薬品
やくひん

（ジェネリック医
い

薬品
やくひん

）は、先発医
せんぱつい

薬品
やくひん

と治療学的
ちりょうがくてき

に同等
どうとう

であるも

のとして製造
せいぞう

販売
はんばい

が承 認
しょうにん

され、一般的
いっぱんてき

に、開発
かいはつ

費用
ひよう

が安
やす

く抑
おさ

えられることか

ら、先発医
せんぱつい

薬品
やくひん

に比
くら

べて薬価
やっか

が安
やす

くなっています。 

薬 局
やっきょく

でお薬
くすり

を処方
しょほう

してもらうときには、原則
げんそく

としてジェネリック医
い

薬品
やくひん

を利用
りよう

してください。 

 

 

 

 安全
あんぜん

にお薬
くすり

を使用
しよう

するためにも、どの医療
いりょう

機関
きかん

を受診
じゅしん

しても利用
りよう

する「かかり 

つけ薬 局
やっきょく

」の指定
してい

にご協 力
きょうりょく

ください。「かかりつけ薬 局
やっきょく

」を決
き

めることで、お

薬
くすり

の重 複
ちょうふく

やお薬
くすり

の飲
の

み合
あ

わせによる副作用
ふくさよう

などを防
ふせ

ぐことができます。 

 やむを得
え

ず、薬 局
やっきょく

を複数
ふくすう

利用
りよう

する場合
ばあい

は、「お薬
くすり

手帳
てちょう

」をご利用
りよう

ください。 

 

 

 

※向
こう

精神
せいしん

薬
やく

とは、睡眠
すいみん

薬
やく

、抗
こう

うつ薬
やく

、抗
こう

不安
ふあん

薬
やく

などのことです。 

 原則
げんそく

として、向
こう

精神
せいしん

薬
やく

の重 複
ちょうふく

処方
しょほう

は禁止
きんし

されています。 

重 複
ちょうふく

処方
しょほう

とは、精神科
せいしんか

と内科
ないか

で同
おな

じ時期
じ き

に受診
じゅしん

した際
さい

に両 方
りょうほう

の病 院
びょういん

から 

睡眠
すいみん

薬
やく

を処方
しょほう

された場合
ばあい

などを指
さ

します。 

 精神科
せいしんか

などで処方
しょほう

される向
こう

精神
せいしん

薬
やく

は、用法
ようほう

・用 量
ようりょう

を守
まも

って使用
しよう

することで

病気
びょうき

の治療
ちりょう

に役立
やくだ

ちますが、誤
あやま

った方法
ほうほう

で使用
しよう

してしまうと、健康
けんこう

に大
おお

きな害
がい

を

及
およ

ぼしてしまうことがありますのでご注意
ちゅうい

ください。 
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 生活
せいかつ

保護
ほ ご

の制度
せいど

では、同
おな

じ病気
びょうき

で同
おな

じ医療
いりょう

機関
きかん

（歯科
し か

は除
のぞ

きます。）に、１か

月
げつ

に１５日
にち

以上
いじょう

受診
じゅしん

すると「頻
ひん

回
かい

受診
じゅしん

」に該当
がいとう

し、必要
ひつよう

のない過剰
かじょう

な診 療
しんりょう

を受
う

けているとみなされ、指導
しどう

の対 象
たいしょう

となります。医療
いりょう

機関
きかん

に１か月
げつ

に受診
じゅしん

する

日数
にっすう

については、医師
い し

や看護師
かんごし

に相談
そうだん

し、必要
ひつよう

最低限
さいていげん

の日数
にっすう

としてください。 

 

 

 

 

 

＜手続
てつづ

き＞ 

（１）病院
びょういん

や医院
いいん

で受診
じゅしん

する際
さい

には事前
じぜん

に申請
しんせい

が必要
ひつよう

です。受診前
じゅしんまえ

に「保護
ほ ご

変更
へんこう

申請書
しんせいしょ

（傷 病 届
しょうびょうとどけ

）」を提出
ていしゅつ

する手続
てつづ

きを必
かなら

ず行
おこな

ってください。 

※傷 病 届
しょうびょうとどけ

には、病院
びょういん

にかかる方
かた

の氏名
しめい

、生年
せいねん

月日
がっぴ

のほか、病院
びょういん

にかかる

方
かた

と申請者
しんせいしゃ

が異
こと

なる場合
ばあい

は、申請者
しんせいしゃ

の住所
じゅうしょ

、氏名
しめい

などを記入
きにゅう

します。 

（２）「保護
ほ ご

変更
へんこう

申請書
しんせいしょ

（傷 病 届
しょうびょうとどけ

）」を提出
ていしゅつ

すると、「診療
しんりょう

委託書
いたくしょ

」が交付
こうふ

 

されますので、これを受
う

け取
と

って医療
いりょう

機関
きかん

へ提
てい

出
しゅつ

してください。 

 

＜費用
ひよう

＞ 

（１）医療費
いりょうひ

は原則
げんそく

、自己
じ こ

負担
ふたん

が生
しょう

じませんが、この手続
てつづ

きを行
おこな

わずに受診
じゅしん

すると

医療費
いりょうひ

が全額
ぜんがく

自己
じ こ

負担
ふたん

となる場合
ばあい

がありますのでご注意
ちゅうい

ください。 

（２）緊急
きんきゅう

の場合
ばあい

を除
のぞ

き、電話
でんわ

での申請
しんせい

は受
う

け付
つ

けておりませんので、通常
つうじょう

の

受診
じゅしん

の場合
ばあい

は必
かなら

ず来所
らいしょ

して手続
てつづ

きを行
おこな

ってください。 

 

※医療
いりょう

機関
きかん

で受診
じゅしん

する際
さい

は、次
つぎ

の点
てん

にもご注意
ちゅうい

ください。 

     ・生活
せいかつ

保護
ほ ご

指定
してい

医療
いりょう

機関
きかん

以外
いがい

での受診
じゅしん

はできません。 

 

・比較的
ひかくてき

近
きん

距離
きょり

に所在
しょざい

する病院
びょういん

への受診
じゅしん

が原則
げんそく

です。 
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・市外
しがい

の病院
びょういん

で受診
じゅしん

した際
さい

は、通院
つういん

交通費
こうつうひ

の支給
しきゅう

が受
う

けられないこともあり

ます。（傷 病
しょうびょう

等
とう

の状態
じょうたい

により、市内
しない

の医療
いりょう

機関
きかん

での対応
たいおう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は、 

市外
しがい

の適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
きかん

への受診
じゅしん

が認
みと

められます。） 

・同
おな

じ病気
びょうき

で同時
どうじ

に２か所
しょ

以上
いじょう

の医療
いりょう

機関
きかん

で受診
じゅしん

することはできません。 

（受診
じゅしん

する医療
いりょう

機関
きかん

を変更
へんこう

する際
さい

は、すでに受診
じゅしん

している医療
いりょう

機関
きかん

で

紹 介 状
しょうかいじょう

を発行
はっこう

してもらい、転院
てんいん

の手続
てつづ

きを行
おこな

ってください。） 

 

・保険
ほけん

適用外
てきようがい

の診療
しんりょう

や検査
けんさ

など、自己
じ こ

負担
ふたん

となるものがあります。 

・小中学校
しょうちゅうがっこう

の健康
けんこう

診断
しんだん

で歯科
し か

・耳鼻科
じ び か

などへの受診
じゅしん

を指導
しどう

された場合
ばあい

は、 

受診
じゅしん

する前
まえ

に福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に相談
そうだん

してください。 

 

・土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・休日
きゅうじつ

、あるいは夜間
やかん

など、市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

が開
ひら

いていない 

とき、または届
とど

け出
で

る手続
てつづ

きができない緊急
きんきゅう

時
じ

に、やむを得
え

ず医療
いりょう

機関
きかん

で

受診
じゅしん

する必要
ひつよう

が生
しょう

じた場合
ばあい

は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用中
りようちゅう

であることを医療
いりょう

機関
きかん

に告
つ

げ

て、後日
ごじつ

、すみやかに地区
ち く

担当員
たんとういん

に必
かなら

ず、受診
じゅしん

の報告
ほうこく

をしてください。 

 

 

 

 

 

居住地
きょじゅうち

から比較的
ひかくてき

近
きん

距離
きょり

に所在
しょざい

する病 院
びょういん

へ受診
じゅしん

した際
さい

にかかる交通費
こうつうひ

（公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
りよう

）については、申請
しんせい

に基
もと

づき主治医
しゅじい

の意見
いけん

を確認
かくにん

し、福祉
ふくし

事務所
じむしょ

で

必要性
ひつようせい

を判断
はんだん

した上
うえ

で支給
しきゅう

することが可能
かのう

です。（市外
しがい

、遠方
えんぽう

の病 院
びょういん

の場合
ばあい

は、

その通院
つういん

理由
りゆう

を確認
かくにん

の上
うえ

、支給
しきゅう

を検討
けんとう

します。） 

※障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

などによる公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

又
また

はタクシー費用
ひよう

の割引
わりびき

を受
う

けられる

場合
ばあい

は必
かなら

ず活用
かつよう

してください。 

＜手続き
てつづき

＞ 

（１）通院
つういん

交通費
こうつうひ

の支給
しきゅう

を希望
きぼう

する場合
ばあい

、地区
ち く

担当員
たんとういん

に事前
じぜん

に申請
しんせい

してください。 

（２）通院
つういん

交通費
こうつうひ

申
しん

請書
せいしょ

を記入後
きにゅうご

、領 収 書
りょうしゅうしょ

を添
そ

えて提 出
ていしゅつ

してください。 

（３）通院
つういん

交通費
こうつうひ

の要件
ようけん

を審査
しんさ

し、妥当
だとう

と判断
はんだん

された 

場合
ばあい

、通院
つういん

交通費
こうつうひ

を支給
しきゅう

します。 
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＜手続き
てつづき

＞ 

（１）入 院
にゅういん

する日
ひ

が決
き

まったら、地区
ち く

担当員
たんとういん

に「入 院
にゅういん

日
び

、病
びょう

院名
いんめい

、症 状
しょうじょう

、 

入 院
にゅういん

期間
きかん

」を連絡
れんらく

してください。 

（２）入 院
にゅういん

当日
とうじつ

、予定
よてい

通り
どおり

入 院
にゅういん

をしたか、連絡
れんらく

してください。 

（３）退院
たいいん

予定
よてい

日
び

が決定
けってい

したら、地区
ち く

担当員
たんとういん

に連絡
れんらく

してください。 

（４）退院
たいいん

当日
とうじつ

、予定
よてい

通
どお

り退院
たいいん

をしたか、連絡
れんらく

してください。 

 

＜費用
ひよう

＞ 

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

する際
さい

の医療費
いりょうひ

は保険
ほけん

適用内
てきようない

であれば、原則
げんそく

、全額
ぜんがく

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の

負担
ふたん

になります。ただし、保険
ほけん

適用外
てきようがい

の費用
ひよう

については、全額
ぜんがく

自己
じ こ

負担
ふたん

になります。 

～自己
じ こ

負担
ふたん

の例
れい

～ 

・病
びょう

衣
い

のリース費用
ひよう

、病
びょう

衣
い

の洗濯
せんたく

費用
ひよう

、テレビカード、日用
にちよう

品等
ひんとう

 

・保険
ほけん

適用外
てきようがい

の医療費
いりょうひ

 

・個室
こしつ

の利用料
りようりょう

（差額
さがく

ベッド費用
ひよう

） 

 

＜支給
しきゅう

額
がく

の変更
へんこう

＞ 

 在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

されていた方
かた

が１か月
げつ

以上
いじょう

入 院
にゅういん

された場合
ばあい

は、入院
にゅういん

した月
つき

の翌月
よくげつ

から（入 院
にゅういん

日
び

が月
つき

の初日
しょにち

のときは、入 院
にゅういん

月
づき

から）ご本人
ほんにん

の分
ぶん

の生活費
せいかつひ

が入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

日
にち

用品費
ようひんぴ

に変更
へんこう

されます。後日
ごじつ

、前渡
まえわた

し保護費
ほ ご ひ

の精算
せいさん

がありますので、保護費
ほ ご ひ

を消
しょう

費
ひ

してしまわないように注意
ちゅうい

してください。 

なお、退院
たいいん

した場合
ばあい

には、退院
たいいん

日
び

の翌日付
よくじつづけ

で生活
せいかつ

扶助費
ふ じ ょ ひ

が居宅
きょたく

基準
きじゅん

生活費
せいかつひ

に

変更
へんこう

されます。そのため退院
たいいん

の時期
じ き

によっては、保護費
ほ ご ひ

の追加
ついか

支給
しきゅう

がありますの

で、地区
ち く

担当員
たんとういん

に確認
かくにん

してください。 

 入 院
にゅういん

した場合
ばあい

は、医療
いりょう

保険
ほけん

適用内
てきようない

で食事
しょくじ

、光
こう

熱水
ねつすい

費
ひ

等
とう

の使用料
しようりょう

が賄
まかな

われて

いるため、入 院
にゅういん

期間
きかん

が１か月
げつ

を超
こ

える場合
ばあい

は生活
せいかつ

扶助費
ふじょひ

が減額
げんがく

されます。 
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例
れい

 ６５歳
さい

単身
たんしん

生活者
せいかつしゃ

の場合
ばあい

（平成
へいせい

３０年
ねん

１０月
がつ

からの基準
きじゅん

額
がく

） 

・入 院
にゅういん

していない場合
ばあい

（生活
せいかつ

扶助費
ふじょひ

66,780円
えん

、住 宅
じゅうたく

扶助費
ふじょひ

35,000円
えん

の場合
ばあい

） 

 66,780円
えん

＋35,000円
えん

＝101,780円
えん

（１か月
げつ

の生活費
せいかつひ

） 

・１か月
げつ

以上
いじょう

入 院
にゅういん

となった場合
ばあい

（生活
せいかつ

扶助
ふじょ

費
ひ

22,680円
えん

、住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

費
ひ

35,000円
えん

の

場合
ばあい

） 

 22,680円
えん

＋35,000円
えん

＝57,680円
えん

（１か月
げつ

の生活費
せいかつひ

） 

※この前渡
まえわた

し生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

については、後日
ごじつ

返納
へんのう

していただく場合
ばあい

があります。 

 

 

 

 

  

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の最低
さいてい

生活
せいかつ

基準
きじゅん

額
がく

（医療
いりょう

扶助費
ふじょひ

、介護
かいご

扶助費
ふじょひ

を除く
のぞく

。）以上
いじょう

の

収 入
しゅうにゅう

があり、医療費
いりょうひ

が支払
しはら

えないことから生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
じゅ

給
きゅう

している場合
ばあい

など、

最低
さいてい

生活
せいかつ

基
き

準額
じゅんがく

を超
こ

える金額
きんがく

分
ぶん

は医療費
いりょうひ

の一部
いちぶ

として、本人
ほんにん

支払
しはらい

額
がく

が発生
はっせい

する

場合
ばあい

があります。 

 

 

 

 

 

 施術
せじゅつ

には柔 道
じゅうどう

整復
せいふく

、あん摩
ま

・マッサージ、はり・きゅうがあります。 

施術
せじゅつ

を受
う

ける際
さい

は医療
いりょう

機関
きかん

への受診
じゅしん

手続
てつづ

きとは異
こと

なり、受
う

けられる要件
ようけん

も限
かぎ

られ

ていますのでご注意
ちゅうい

ください。そのため、施術
せじゅつ

を受
う

ける際
さい

には、必
かなら

ず福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

へ

相談
そうだん

してください。手続
てつづ

きがなされずに受
う

けた施術
せじゅつ

については、全額
ぜんがく

自己
じ こ

負担
ふたん

となる

場合
ばあい

があります。 

 

施術
せじゅつ

機関
きかん

、または、はり・きゅう師
し

において施術
せじゅつ

を受
う

ける場合
ばあい

においては、次
つぎ

の 

ような取扱
とりあつか

いとなっております。施術
せじゅつ

内容
ないよう

によっては、医師
い し

の同意書
どういしょ

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

があります。詳 細
しょうさい

は次
つぎ

の表
ひょう

をご確認
かくにん

ください。 
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給付
きゅうふ

対象
たいしょう

 

 
施術
せじゅつ

要件
ようけん

 医師
い し

の同意書
どういしょ

 

柔道
じゅうどう

整復
せいふく

 
① 脱臼

だっきゅう

・骨折
こっせつ

（不全
ふぜん

骨折
こっせつ

含
ふく

む。） 

②打撲
だぼく

・捻挫
ねんざ

（挫傷
ざしょう

） 

③脱臼
だっきゅう

・骨折
こっせつ

の応急
おうきゅう

手当
てあて

（内的
ないてき

な

原因
げんいん

による疾患
しっかん

は含
ふく

まれない。） 

①同意書
どういしょ

必要
ひつよう

 

②不要
ふよう

 

③不要
ふよう

 

あん摩
ま

 

マッサージ 

①症 状
しょうじょう

が投薬
とうやく

その他
た

の治療
ちりょう

によっ

て効果
こうか

がなく、あん摩
ま

・マッサージが

必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

である場合
ばあい

。 

※単
たん

なる肩
かた

こりなどは不可
ふ か

（病院
びょういん

受診
じゅしん

との重複
ちょうふく

は不可
ふ か

） 

すべて同意書
どういしょ

が必要
ひつよう

 

はり・きゅう 

 
①神経痛

しんけいつう

 ②リウマチ 

③頚
けい

腕
わん

症候群
しょうこうぐん

 ④五十肩
ごじゅうかた

 

⑤腰痛症
ようつうしょう

 ⑥頚椎
けいつい

捻挫
ねんざ

後遺症
こういしょう

 

上記
じょうき

の疾病
しっぺい

及
およ

び類似
るいじ

疾病
しっぺい

の 

うち医療
いりょう

を受
う

けても医療
いりょう

効果
こうか

の 

得
え

られないものに限
かぎ

られる。 

※治療中
ちりょうちゅう

は、施術
せじゅつ

は不可
ふ か

 

医師
い し

の同意
どうい

、または

診断書
しんだんしょ

が必要
ひつよう

 

 

 

※医療
いりょう

機関
きかん

での診察
しんさつ

を受
う

けられてなく、施術
せじゅつ

を希望
きぼう

する場合
ばあい

は、まず指定
してい

医療
いりょう

機関
きかん

への受診
じゅしん

指導
しどう

をさせていただくことがあります。（医師
い し

の同意
どうい

が不要
ふよう

な場合
ばあい

は除
のぞ

く。） 
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コルセットや義肢
ぎ し

・装具
そうぐ

・眼鏡
めがね

など治療
ちりょう

の一環
いっかん

として必要
ひつよう

とする真
しん

にやむを得
え

ない

事由
じゆう

が認
みと

められる場合
ばあい

には給付
きゅうふ

を受
う

けられることがあります。購入前
こうにゅうまえ

に必
かなら

ず地区
ち く

担当員
たんとういん

に相談
そうだん

してください。事前
じぜん

に手続
てつづ

きされずに受
う

けた治療
ちりょう

材料
ざいりょう

の給付
きゅうふ

について

は全額
ぜんがく

自己
じ こ

負担
ふたん

となりますので、ご注意
ちゅうい

ください。 

 給付
きゅうふ

は金銭
きんせん

のお渡
わた

しではなく、原則
げんそく

現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

となります。また、すでにお持
も

ちの

治療
ちりょう

材料
ざいりょう

を修理
しゅうり

することで足
た

り得
え

る際
さい

（修理代
しゅうりだい

の方
ほう

が安価
あんか

な場合
ばあい

）には、修理代
しゅうりだい

の

支給
しきゅう

も可能
かのう

です。 

 

※身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

は、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき、治療
ちりょう

材料
ざいりょう

が

給付
きゅうふ

される場合
ばあい

は、これを優先
ゆうせん

して利用
りよう

していただきます。 

 

※眼鏡
めがね

の給付
きゅうふ

については、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の利便
りべん

などの理由
りゆう

（老眼
ろうがん

、新聞
しんぶん

が読
よ

みにくい

など）では支給
しきゅう

対象
たいしょう

となりません。また、自身
じしん

の不注意
ふちゅうい

による破損
はそん

も支給
しきゅう

対象
たいしょう

と

はなりません。 

 

 

 

 

 

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用者
りようしゃ

の医療費
いりょうひ

については、一部
いちぶ

の場合
ばあい

を除
のぞ

き、生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せいど

で保障
ほしょう

され

ます。ここでは、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の医療
いりょう

扶助
ふじょ

よりも優先的
ゆうせんてき

に利用
りよう

していただく制度
せいど

、法律
ほうりつ

に

ついて紹介
しょうかい

します。次
つぎ

に当
あ

てはまる方
かた

は必
かなら

ず報告
ほうこく

してください。 

 

 

＜社会
しゃかい

保険
ほけん

＞ 

 会社
かいしゃ

が加入
かにゅう

している社会
しゃかい

保険
ほけん

（健康
けんこう

保険
ほけん

）にあなた、または家族
かぞく

が加入
かにゅう

し、

保険証
ほけんしょう

を所持
しょじ

している場合
ばあい

、本人
ほんにん

・被
ひ

扶養者
ふようしゃ

ともに使用
しよう

してください。自己
じ こ

負担
ふたん

で 

ある３割分
わりぶん

について医療
いりょう

扶助
ふじょ

で負担
ふたん

します。 
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 また、健康
けんこう

保険
ほけん

に加入
かにゅう

している方
かた

が、出産
しゅっさん

や死亡
しぼう

、また就労
しゅうろう

ができなくなった

場合
ばあい

は、健康
けんこう

保険
ほけん

で給付
きゅうふ

が受
う

けられる可能性
かのうせい

がありますので、ご相
そう

談
だん

ください。 

※社会
しゃかい

保険証
ほけんしょう

を取得
しゅとく

した場合
ばあい

は、必
かなら

ず福祉
ふくし

事務所
じむしょ

及
およ

び病 院
びょういん

に提示
ていじ

してくだ 

さい。（就労
しゅうろう

が決
き

まった際
さい

は必
かなら

ず、就労先
しゅうろうさき

に確認
かくにん

してください。） 

 

 

 

＜障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

＞ 

 さまざまな障害
しょうがい

を有
ゆう

する方
かた

が、必要
ひつよう

な治療
ちりょう

や医療
いりょう

を受ける際
さい

に、その負担
ふたん

を

軽減
けいげん

する法律
ほうりつ

です。 

※それぞれ有効
ゆうこう

期限
きげん

がありますので、期限
きげん

切
ぎ

れに注意
ちゅうい

してください。 

 

・精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

）は、精神
せいしん

疾患
しっかん

（てんかんを含
ふく

む。）で通院
つういん

による

精神
せいしん

医療
いりょう

を続
つづ

ける必要
ひつよう

のある病 状
びょうじょう

の方
かた

に、通院
つういん

のための医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

を軽減
けいげん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用
りよう

者
しゃ

は自己
じ こ

負担
ふたん

なし）するものです。 

 主
おも

な対象
たいしょう

疾患
しっかん

として各種
かくしゅ

精神
せいしん

障害
しょうがい

、統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、妄想性
もうそうせい

障害
しょうがい

、気分
きぶん

障害
しょうがい

、てんかん、神経症性
しんけいしょうせい

障害
しょうがい

などがあります。 

 精神科
せいしんか

系
けい

の病院
びょういん

を受診
じゅしん

・通院
つういん

している方
かた

は、ご自分
じぶん

の病 状
びょうじょう

が自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

の

対象
たいしょう

となるかどうか、主治医
し ゅ じ い

に確認
かくにん

してください。 

 

・更生
こうせい

医療
いりょう

 

 自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（更生
こうせい

医療
いりょう

）は身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

経済
けいざい

活動
かつどう

への参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るため、当該
とうがい

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して行
おこな

われる、更生
こうせい

のために必要
ひつよう

な医療
いりょう

に 

係
かか

る自己
じ こ

負担
ふたん

を軽減
けいげん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用者
りようしゃ

は自己
じ こ

負担
ふたん

なし）するものです。 

 主
おも

な対象
たいしょう

医療
いりょう

として、白内障
はくないしょう

の水晶体
すいしょうたい

摘出
てきしゅつ

手術
しゅじゅつ

をする場合
ばあい

、網膜
もうまく

剥離
はくり

手術
しゅじゅつ

を行
おこな

う場合
ばあい

、後天性
こうてんせい

心
しん

疾患
しっかん

のためペースメーカー埋
うめ

込
こ

み手術
しゅじゅつ

を行
おこな

う場合
ばあい

、 

腎臓
じんぞう

機能
きのう

障害
しょうがい

の人工
じんこう

透析
とうせき

療法
りょうほう

、腎
じん

臓移植術
ぞういしょくじゅつ

（抗
こう

免疫
めんえき

療法
りょうほう

を含
ふく

む。）を行
おこな

う 

場合
ばあい

、 H I V
エイチ アイ ブイ

による免疫
めんえき

機能
きのう

障害
しょうがい

の抗
こう

H I V
エイチ アイ ブイ

療 法
りょうほう

、その他
た

H I V
エイチ アイ ブイ

感染症
かんせんしょう

に対
たい

する治療
ちりょう

を行
おこな

う場合
ばあい

などがあります。 
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・育成
いくせい

医療
いりょう

 

 １８歳
さい

未満
みまん

の障害児
しょうがいじ

、または、障害
しょうがい

に係
かか

る医療
いりょう

を行
おこな

わないと将来的
しょうらいてき

に障害
しょうがい

を残
のこ

すと認
みと

められる疾患
しっかん

がある児童
じどう

で、その身体
しんたい

障害
しょうがい

を除去
じょきょ

、軽減
けいげん

する手術
しゅじゅつ

など

の治療
ちりょう

によって確実
かくじつ

に効果
こうか

が期待
きたい

できる方
かた

に対
たい

して、必要
ひつよう

な医療
いりょう

に係
かか

る自己
じ こ

負担
ふたん

を

軽減
けいげん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用
りよう

者
しゃ

は自己
じ こ

負担
ふたん

なし）するものです。 

 

 

 

＜難病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対
たい

する医療
いりょう

などに関
かん

する法律
ほうりつ

＞ 

 原因
げんいん

が不明
ふめい

であり、治療
ちりょう

方法
ほうほう

が確立
かくりつ

していない指定
してい

難病
なんびょう

の方
かた

のうち、医療費
いりょうひ

の

負担
ふたん

軽減
けいげん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

利用
りよう

者
しゃ

は自己
じ こ

負担
ふたん

なし）を目的
もくてき

として、一定
いってい

の認定
にんてい

基準
きじゅん

を満
み

た

している方
かた

に、その治療費
ちりょうひ

に係
かか

る医療費
いりょうひ

（外来
がいらい

・入院
にゅういん

・院外
いんがい

薬局
やっきょく

・訪問
ほうもん

看護
かんご

）、

介護費
か い ご ひ

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

する法律
ほうりつ

です。 

 

 

 

 

 

 交通
こうつう

事故
じ こ

やけんかなど、第三者
だいさんしゃ

からの行為
こうい

による傷 病
しょうびょう

で治療
ちりょう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

、そ

の医療費
いりょうひ

については、原則
げんそく

として、加害者
かがいしゃ

によって負担
ふたん

されるべきものであるため、

医療
いりょう

扶助
ふじょ

の適用
てきよう

はありません。特
とく

に、交通
こうつう

事故
じ こ

の場合
ばあい

は、自動車
じどうしゃ

損害
そんがい

賠償
ばいしょう

保障
ほしょう

保険
ほけん

から支払
しはら

われる可能性
かのうせい

がありますので確認
かくにん

してください。 

 ただし、医療費
いりょうひ

が保険
ほけん

の給付
きゅうふ

範囲
はんい

を超
こ

えることが確実
かくじつ

である場合
ばあい

で、被害者
ひがいしゃ

にも

相当
そうとう

程度
ていど

の過失
かしつ

がある場合
ばあい

など、やむを得
え

ない事情
じじょう

がある場合
ばあい

は医療
いりょう

扶助
ふじょ

を適用
てきよう

し、

後日
ごじつ

賠償
ばいしょう

金
きん

が支払
しはら

われた時点
じてん

で生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

第
だい

６３条
じょう

に基
もと

づき費用
ひよう

返還
へんかん

を求
もと

める

可能性
かのうせい

もあります。 
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＜身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

＞ 

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は、身体
しんたい

に障害
しょうがい

があることを証明
しょうめい

するものとして、都道府県
とどうふけん

が

交付
こうふ

するもので、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する各種
かくしゅ

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

に必要
ひつよう

となります。 

制度
せいど

の詳細
しょうさい

については、社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 障害
しょうがい

支援室
しえんしつ

におたずねください。 

 

＜精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

＞ 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

のために日常
にちじょう

生活
せいかつ

、または社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで制限
せいげん

があると認
みと

めら

れることを証明
しょうめい

するものとして、都道府県
とどうふけん

が交付
こうふ

するもので、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する各種
かくしゅ

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

に必要
ひつよう

となります。ただし、取得
しゅとく

には精神科
せいしんか

の医師
い し

により精神
せいしん

障害
しょうがい

と診断
しんだん

された日
ひ

から６か月
げつ

以上
いじょう

経過
けいか

していることが必要
ひつよう

です。有効
ゆうこう

期間
きかん

は 

２年間
ねんかん

ですので、更新
こうしん

漏
も

れがないようにしてください。 

 

＜療育
りょういく

手帳
てちょう

＞ 

 療育
りょういく

手帳
てちょう

は、知的
ちてき

障害
しょうがい

のある方
かた

が各種
かくしゅ

の援助
えんじょ

や相談
そうだん

を受
う

け、さまざまな制度
せいど

や

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを受
う

けやすくすることを目的
もくてき

に、千葉県
ち ば け ん

知事
ち じ

から交付
こうふ

されます。   

療育
りょういく

手帳
てちょう

の申請
しんせい

については、社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 障害
しょうがい

支援室
しえんしつ

にお問
と

い合
あ

わせしてくだ 

さい。 

 

 

 

〒２８８－８６０１ 

銚子市
ちょうしし

若宮町
わかみやちょう

１－１  

銚子市
ちょうしし

福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

（銚子市
ちょうしし

役所
やくしょ

 社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 社会
しゃかい

福祉室
ふくししつ

 保護
ほ ご

班
はん

） 

電話
で ん わ

 ０４７９－２４－８９６９（直通
ちょくつう

） 

受付
うけつけ

時間
じ か ん

 午前
ごぜん

８時
じ

３０分
ぷん

～午後
ご ご

５時
じ

１５分
ふん

 

（土曜
どよう

・日曜
にちよう

・祝日
しゅくじつ

、年末
ねんまつ

年始
ね ん し

を除
のぞ

く。） 


